
 

平成２６年度予算が決定！保健センターを建て替えます。

75No.

鹿嶋市議会だより

 平成２６年５月１５日発行
（平成２６年３月議会を掲載）

一緒に開けよう！まちの未来へつづく

特 集

×

子育てママ 市議会
３月議会で決まったこと

委員会の議案審査
ここが知りたい！一般   問質質
きかせて！あなたの

２
４
８
12
16

地域子育て支援センターでの一コマ

子
育
て
マ
マ×
市
議
会

特集



鹿嶋市議会だより
平成２６年５月１５日発行

　
結
構
読
ん
で
い
ま
す
よ
（
笑
）。
新

し
い
市
議
会
だ
よ
り
、
い
い
感
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
　

　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
早
速
で
す
が
、
市
議
会
だ
よ
り
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
市
議
会
を
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。﹁
と
び

ら
﹂
は
、
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
く

を
目
標
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見

な
ど
を
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
一
時
間
だ
け
と
か
、
一
日
だ
け
と

か
、
子
供
を
預
か
っ
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
一
時
預
か
り
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
を
望
み
ま
す
。

子
育
て
に
関
し
て
希
望
す
る
こ
と
は
？

市
議
会
っ
て
、
別
世
界
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
。
身
近
で
は
な
い
で
す
ね･･･

。

　今
回
の
特
集
は
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
い
る
マ
マ
さ
ん
た
ち
と
の
対
談
で
す
。

　子
育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
に
、
議
会

や
市
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

２
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３
人
く
ら
い
は
ほ
し
い
け
ど
、
教

育
費
の
こ
と
を
考
え
る
と
や
は
り
考

え
ま
す
ね
。

　
出
産
費
用
も
結
構
高
く
て
、
保
険

か
ら
だ
け
で
は
足
り
な
く
て･･･

お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
援

助
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　

子
供
は
何
人
ほ
し
い
で
す
か
？

　
パ
パ
バ
ッ
グ
の
お
祝
い
支
給
は
、

パ
パ
が
荷
物
を
持
つ
し
、
協
力
的
に

な
っ
て
い
い
で
す
ね
。
　

元
気
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業
を

　
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
施
設
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
の

こ
と
な
ど
、
も
っ
と
情
報
が
ほ
し

い
で
す
ね
。
全
然
知
ら
な
い
人
が

多
い
と
こ
ろ
を
利
用
す
る
の
は
、

ち
ょ
っ
と･･･

。
　

全
般
的
な
こ
と
で
何
か
？

　
マ
ル
福
制
度
の
所
得
制
限
を
廃
止

し
て
ほ
し
い
で
す
。
関
西
の
ほ
う
は

所
得
制
限
が
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
ん

で
す
よ
。

　
マ
ル
福
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
工
夫
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
鹿

嶋
市
で
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
け

ど
、
中
学
３
年
生
ま
で
、
医
療
費
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
知
っ
て
い
れ
ば
、
利
用
す
る
際

の
安
心
が
違
う
、
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
ご
意
見
は
市
へ
つ
な
ぎ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
近
く
（
市
内
）
に
24
時
間
体
制
の
、

入
院
で
き
る
小
児
科
の
病
院
が
ほ
し

い
で
す
！

　
こ
う
い
う
と
こ
ろ
（
支
援
セ
ン

タ
ー
）
が
あ
る
と
、気
分
転
換
に
な
っ

て
い
い
で
す
。

　
遊
具
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
公
園
が
ほ

し
い
。

　
城
山
公
園
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　子育て中の親子が保育園内

の支援室やホール、園庭など

で、地域のほかの親子と交流

するきっかけづくりなどを

行っています。

　子育て支援センターは市内

に４カ所あります。利用に関

する詳細は、市役所のこども

福祉課で案内しています。

　
公
立
の
幼
稚
園
に
３
歳
児
の
ク
ラ

ス
も
ほ
し
い
で
す
ね
。
３
歳
か
ら
預

け
た
い
で
す
。
私
立
は
費
用
が
高
い

し･･･

◆
今
回
取
材
に
う
か
が
っ

た
、
須
賀
の
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用

頻
度
が
高
く
、
ほ
ぼ
毎
日

利
用
し
て
い
る
と
い
う
マ

マ
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

　「
市
議
会
は
別
世
界
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
」
の
感
想

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
に
が
ん

ば
ら
な
く
て
は
、
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
子
育
て
マ
マ
の

目
線
で
、
た
く
さ
ん
の
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
の
議
会
活
動

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「子育て支援センター」
 って、どんなトコ？
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６ページに拡大

議案番号等 議 案 名 議決結果

１ 議案第 １ 号 平成２６年度鹿嶋市一般会計予算 予算決算 修正可決

２ 議案第 ２ 号 平成２６年度鹿嶋市国民健康保険特別会計予算 予算決算 原案可決

３ 議案第 ３ 号 平成２６年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会計予算 予算決算 原案可決

４ 議案第 ４ 号 平成２６年度鹿嶋市介護保険特別会計予算 予算決算 原案可決

５ 議案第 ５ 号
平成２６年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理
事業特別会計予算

予算決算 原案可決

６ 議案第 ６ 号 平成２６年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下水道特別会計予算 予算決算 原案可決

７ 議案第 ７ 号 平成２６年度鹿嶋市農業集落排水特別会計予算 予算決算 原案可決

８ 議案第 ８ 号 平成２６年度鹿嶋市墓地特別会計予算 予算決算 原案可決

９ 議案第 ９ 号 平成２６年度鹿嶋市公共料金等集合支払特別会計予算 予算決算 原案可決

10 議案第１０号 平成２６年度鹿嶋市水道事業会計予算 予算決算 原案可決

11 議案第１１号 平成２６年度鹿嶋市大野区域水道事業会計予算 予算決算 原案可決

12 議案第１２号 平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算（第８号） 予算決算 原案可決

13 議案第１３号 平成２５年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決

14 議案第１４号 平成２５年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

15 議案第１５号 平成２５年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第３号） 予算決算 原案可決

16 議案第１６号
平成２５年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理

事業特別会計補正予算（第１号）
予算決算 原案可決

17 議案第１７号
平成２５年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下水道特別会計補

正予算（第３号）
予算決算 原案可決

18 議案第１８号 平成２５年度鹿嶋市公共料金等集合支払特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

19 議案第１９号 平成２５年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第３号） 予算決算 原案可決

20 議案第２０号

鹿嶋市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準等を定める条例

文教民生 原案可決

21 議案第２１号 鹿嶋市地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例 文教民生 原案可決

22 議案第２２号 鹿嶋市安全な飲料水の確保に関する条例 環境経済建設 原案可決

23 議案第２３号 鹿嶋市特別会計条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

24 議案第２４号 鹿嶋市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

25 議案第２５号
鹿嶋市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例
総務企画 原案可決

26 議案第２６号 鹿嶋市附属機関に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

27 議案第２７号 鹿嶋市職員の修学部分休業に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

28 議案第２８号 鹿嶋市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

29 議案第２９号 鹿嶋市社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

30 議案第３０号 鹿嶋市児童クラブ設置条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

31 議案第３１号
鹿嶋市土砂等による土地の埋立て，盛土及びたい積の規制に関す

る条例の一部を改正する条例
環境経済建設 原案可決

32 議案第３２号 鹿嶋市土採取事業規制条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

33 議案第３３号

鹿嶋市と茨城県信用保証協会との損失補償金寄託契約に基づく回

収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例の一部を改正する条

例

環境経済建設 原案可決

５ページに拡大

５ページに拡大

審査した
委 員 会

議案名 議案第２６号　鹿嶋市附属機関に
関する条例の一部を改正する条例議案名

内　容

議案第３０号　鹿嶋市児童クラブ
設置条例の一部を改正する条例

波野・高松・平井・鉢形の各小学校
の４つの児童クラブは、定員を拡大

し、第１・第２児童クラブにわけることになり
ました。
　定員は、波野小学校と高松小学校が60人に、
平井小学校は90人に、鉢形小学校は80人になり
ます。

この委員会は、「いじめ防止対策推
進法」に基づき設置されるものです。

警察関係者や児童相談所の職員、民生委員など
の１０人の委員で構成されます。
<活動の内容>
①鹿嶋市いじめ防止基本方針に基づく、いじめ
防止のための調査研究や対策の審議
②重大な事態が発生したときの原因の検証

内　容

< 議員が提出した議案 >

< 市議会へ提出された請願・陳情 >

市議会情報・議決結果一覧鹿嶋市議会ＨＰ鹿嶋市議会 検 索議案の詳細は、

54 平成２６年請願第１号 採 択

53 意見書第１号 原案可決 11

34 議案第３４号 鹿嶋市営住宅条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

35 議案第３５号 鹿嶋市運動施設条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

36 議案第３６号
鹿嶋市鹿島臨海工業地帯の造成に伴い移転築造された共同墓地の

管理及び使用に関する条例の一部を改正する条例
総務企画 原案可決

37 議案第３７号 鹿嶋市行政財産の使用料徴収条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

38 議案第３８号
鹿嶋市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例
総務企画 原案可決

39 議案第３９号
鹿嶋勤労文化会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例
総務企画 原案可決

40 議案第４０号
鹿嶋市立公民館の設置，管理及び職員に関する条例の一部を改正

する条例
総務企画 原案可決

41 議案第４１号
鹿嶋市まちづくり市民センター及び地区まちづくりセンターの設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
総務企画 原案可決

42 議案第４２号 鹿嶋市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

43 議案第４３号 鹿嶋市火葬場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

44 議案第４４号 鹿嶋市霊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

45 議案第４５号
鹿嶋市農水産物直売所施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例
環境経済建設 原案可決

46 議案第４６号 鹿嶋市道路占用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

47 議案第４７号 鹿嶋市公共物管理条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

48 議案第４８号 鹿嶋市都市公園条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

49 議案第４９号
鹿嶋市大野潮騒はまなす公園設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例
環境経済建設 原案可決

50 議案第５０号 訴えの提起について（過払金返還請求） 総務企画 原案可決

51 議案第５１号 損害賠償の額を定め，和解することについて 文教民生 原案可決

52 議案第５２号 市道路線の認定について 環境経済建設 原案可決

議案番号等 議 案 名 議決結果
審査した
委 員 会

ページ
に拡大労働者保護ルール改悪反対を求める意見書

労働者保護ルール改悪に反対する意見書の採択を求める請願 環境経済建設

議案第２６号　鹿嶋市附属機関に
関する条例の一部を改正する条例

　「いじめ問題の対策委員会」
　が設置されます。

　波野小学校などの

 児童クラブが分割

可決 可決

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

提出された議案とその結果
＊議案番号は１年間の通し番号になります。

<市長から提出された議案>

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　３月の定例会は、 ２月２７日 ( 木 ) ～３月１９日 ( 水 ) まで

の２１日間で開催されました。

　市長から予算１９件、 条例３０件、 その他３件の議案、 議

員からは 1 件の議案が提出され、 また、 請願 1 件につい

て慎重に審議しました。

鹿嶋市議会だより
平成 26 年５月 15 日発行 4



６ページに拡大

議案番号等 議 案 名 議決結果

１ 議案第 １ 号 平成２６年度鹿嶋市一般会計予算 予算決算 修正可決

２ 議案第 ２ 号 平成２６年度鹿嶋市国民健康保険特別会計予算 予算決算 原案可決

３ 議案第 ３ 号 平成２６年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会計予算 予算決算 原案可決

４ 議案第 ４ 号 平成２６年度鹿嶋市介護保険特別会計予算 予算決算 原案可決

５ 議案第 ５ 号
平成２６年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理
事業特別会計予算

予算決算 原案可決

６ 議案第 ６ 号 平成２６年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下水道特別会計予算 予算決算 原案可決

７ 議案第 ７ 号 平成２６年度鹿嶋市農業集落排水特別会計予算 予算決算 原案可決

８ 議案第 ８ 号 平成２６年度鹿嶋市墓地特別会計予算 予算決算 原案可決

９ 議案第 ９ 号 平成２６年度鹿嶋市公共料金等集合支払特別会計予算 予算決算 原案可決

10 議案第１０号 平成２６年度鹿嶋市水道事業会計予算 予算決算 原案可決

11 議案第１１号 平成２６年度鹿嶋市大野区域水道事業会計予算 予算決算 原案可決

12 議案第１２号 平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算（第８号） 予算決算 原案可決

13 議案第１３号 平成２５年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決

14 議案第１４号 平成２５年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

15 議案第１５号 平成２５年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第３号） 予算決算 原案可決

16 議案第１６号
平成２５年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理

事業特別会計補正予算（第１号）
予算決算 原案可決

17 議案第１７号
平成２５年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下水道特別会計補

正予算（第３号）
予算決算 原案可決

18 議案第１８号 平成２５年度鹿嶋市公共料金等集合支払特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

19 議案第１９号 平成２５年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第３号） 予算決算 原案可決

20 議案第２０号

鹿嶋市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準等を定める条例

文教民生 原案可決

21 議案第２１号 鹿嶋市地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例 文教民生 原案可決

22 議案第２２号 鹿嶋市安全な飲料水の確保に関する条例 環境経済建設 原案可決

23 議案第２３号 鹿嶋市特別会計条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

24 議案第２４号 鹿嶋市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

25 議案第２５号
鹿嶋市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例
総務企画 原案可決

26 議案第２６号 鹿嶋市附属機関に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

27 議案第２７号 鹿嶋市職員の修学部分休業に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

28 議案第２８号 鹿嶋市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

29 議案第２９号 鹿嶋市社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

30 議案第３０号 鹿嶋市児童クラブ設置条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

31 議案第３１号
鹿嶋市土砂等による土地の埋立て，盛土及びたい積の規制に関す

る条例の一部を改正する条例
環境経済建設 原案可決

32 議案第３２号 鹿嶋市土採取事業規制条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

33 議案第３３号

鹿嶋市と茨城県信用保証協会との損失補償金寄託契約に基づく回

収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例の一部を改正する条

例

環境経済建設 原案可決

５ページに拡大

５ページに拡大

審査した
委 員 会

議案名 議案第２６号　鹿嶋市附属機関に
関する条例の一部を改正する条例議案名

内　容

議案第３０号　鹿嶋市児童クラブ
設置条例の一部を改正する条例

波野・高松・平井・鉢形の各小学校
の４つの児童クラブは、定員を拡大

し、第１・第２児童クラブにわけることになり
ました。
　定員は、波野小学校と高松小学校が60人に、
平井小学校は90人に、鉢形小学校は80人になり
ます。

この委員会は、「いじめ防止対策推
進法」に基づき設置されるものです。

警察関係者や児童相談所の職員、民生委員など
の１０人の委員で構成されます。
<活動の内容>
①鹿嶋市いじめ防止基本方針に基づく、いじめ
防止のための調査研究や対策の審議
②重大な事態が発生したときの原因の検証

内　容

< 議員が提出した議案 >

< 市議会へ提出された請願・陳情 >

市議会情報・議決結果一覧鹿嶋市議会ＨＰ鹿嶋市議会 検 索議案の詳細は、

54 平成２６年請願第１号 採 択

53 意見書第１号 原案可決 11

34 議案第３４号 鹿嶋市営住宅条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

35 議案第３５号 鹿嶋市運動施設条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

36 議案第３６号
鹿嶋市鹿島臨海工業地帯の造成に伴い移転築造された共同墓地の

管理及び使用に関する条例の一部を改正する条例
総務企画 原案可決

37 議案第３７号 鹿嶋市行政財産の使用料徴収条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

38 議案第３８号
鹿嶋市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例
総務企画 原案可決

39 議案第３９号
鹿嶋勤労文化会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例
総務企画 原案可決

40 議案第４０号
鹿嶋市立公民館の設置，管理及び職員に関する条例の一部を改正

する条例
総務企画 原案可決

41 議案第４１号
鹿嶋市まちづくり市民センター及び地区まちづくりセンターの設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
総務企画 原案可決

42 議案第４２号 鹿嶋市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

43 議案第４３号 鹿嶋市火葬場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

44 議案第４４号 鹿嶋市霊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

45 議案第４５号
鹿嶋市農水産物直売所施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例
環境経済建設 原案可決

46 議案第４６号 鹿嶋市道路占用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

47 議案第４７号 鹿嶋市公共物管理条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

48 議案第４８号 鹿嶋市都市公園条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

49 議案第４９号
鹿嶋市大野潮騒はまなす公園設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例
環境経済建設 原案可決

50 議案第５０号 訴えの提起について（過払金返還請求） 総務企画 原案可決

51 議案第５１号 損害賠償の額を定め，和解することについて 文教民生 原案可決

52 議案第５２号 市道路線の認定について 環境経済建設 原案可決

議案番号等 議 案 名 議決結果
審査した
委 員 会

ページ
に拡大労働者保護ルール改悪反対を求める意見書

労働者保護ルール改悪に反対する意見書の採択を求める請願 環境経済建設

議案第２６号　鹿嶋市附属機関に
関する条例の一部を改正する条例

　「いじめ問題の対策委員会」
　が設置されます。

　波野小学校などの

 児童クラブが分割

可決 可決

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
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【事業名】　保健センター整備　
　　　　　 事業

【事業費】　４億 3,911 万円

【内　容】　市役所の隣の敷地に
新たに建設します。利用開始は、
平成27年４月の予定です。

新保健センターの完成予想図

【事業名】　市庁舎等整備事業

【事業費】　8,425 万円

【内　容】　旧法務局の建屋にエフ
エムかしまが移転するほか、市の
第３庁舎などとして活用します。

旧法務局の建屋 ( 正面 ) と交流会館（左）

【事業名】　防犯灯管理経費

【事業費】　３,274 万円

【内　容】　防犯灯の光熱水費や修
繕費、新規に設置するための経費
です。

【事業名】　保育園施設整備事業
　

【事業費】　５億 5,894 万円

【内　容】　平成27年４月の開園
を目指し、平井地区に建設しま
す。

防犯灯の維持管理など

学校図書館の整備

【事業名】　学校図書館経費

【事業費】　2,538 万円

【内　容】　鹿野中学校と平井中学
校に図書館を整備します。

（仮称）平井認定こども園の完成予想図

【事業名】　救急医療対策経費
　

【事業費】　１億 2,558 万円

【内　容】　夜間、休日の医療体制
の充実を図るために、医療機関を
支援します。

【事業名】　社会体育振興事業　
　

【事業費】　2,066 万円

【内　容】　全国規模のスポーツ
大会などの誘致や、市民スポー
ツ活動への支援を行います。

休日当番医は広報かしまに掲載鹿嶋まつり

【事業名】　商工業振興事務経費

【事業費】　3,152 万円

【内　容】　各種イベントや商い元
気塾など、商工業活性化の推進を
行います。

ビーチサッカー

平成２６年度
　  　の
 主 な 事 業

　
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

総
務
企
画
、
文
教
民
生
、
環

境
経
済
建
設
の
３
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
審
査
し
た
内

容
を
、
各
分
科
会
の
委
員
長

が
報
告
し
ま
し
た
。

　
総
務
企
画
分
科
会
で
審
査

し
た
「（
仮
称
）
鹿
嶋
市
防
災

公
園
整
備
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
の
計
画
を
白
紙

に
戻
し
、
そ
の
予
定
地
だ
っ

た
場
所
に
防
災
機
能
を
持
つ

公
園
を
設
置
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

質
問
や
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

賛
成
13
、
反
対
５

で
修
正
案
を
可
決

▼
防
災
公
園
に
は
か
な
り
費

用
が
か
か
る
と
思
う
。
慎
重

に
す
す
め
る
べ
き
。

▼
平
常
時
の
利
活
用
は
。
防

災
公
園
と
し
て
適
地
な
の
か

再
度
検
討
を
。

▼
大
き
な
案
件
な
の
で
、
す

ぐ
に
結
論
は
だ
せ
な
い
。
予

算
決
算
常
任
委
員
会
の
今
後

の
審
査
方
法
の
あ
り
か
た
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
と

も
に
、
時
間
を
か
け
て
審
査

す
べ
き
。

▼
防
災
公
園
の
必
要
性
は
あ

る
と
思
う
が
、
別
な
場
所
に

つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
。

▽
道
の
駅
に
引
き
続
き
、
防

災
公
園
も
国
の
補
助
を
受
け

て
整
備
で
き
る
。
こ
の
機
会

を
逃
さ
ず
に
設
置
す
る
べ
き
。

　
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
委
員
か
ら
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
正
案
は
、
取
得
す
る
土

地
が
妥
当
か
ど
う
か
審
議
が

十
分
で
な
く
、
周
辺
土
地
の

利
活
用
の
検
討
も
さ
れ
て
い

な
い
現
状
で
の
予
算
計
上
は

時
期
尚
早
で
あ
る
た
め
、
事

業
費
の
全
額
を
削
減
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
修
正
案
は
委
員
会
で
記
名

に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、
結

果
は
、
賛
成
12
人
、
反
対
２

人
と
な
り
ま
し
た
。

　
19
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
で
も
、
こ
の
修
正
案
に
対

す
る
記
名
に
よ
る
投
票
を
行

い
、
結
果
は
、
賛
成
13
人
、

反
対
５
人
で
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予

算
案
の
う
ち
、
防
災
公
園
整

備
の
設
計
な
ど
の
予
算
で
あ

る
３
４
３
９
万
８
千
円
の
減

額
修
正
案
を
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
予
算
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。
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税金の使い道が決まりました
平成２６年度一般会計予算案を減額修正

　毎年３月の定例会には、市長から新年度の
予算案が提出されます。
　市議会では、予算決算常任委員会で、皆さ
んから納めていただく税金の使い道を審査し、
２６年度の税金の使い道が決まりました。
　主な事業を左ページでご紹介します。

一般会計予算 総　額

223 億 1,160 万２千円 395 億 7,199 万６千円

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
第
１
号
　
平
成
26
年
度

鹿
嶋
市
一
般
会
計
予
算

　
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

総
務
企
画
、
文
教
民
生
、
環

境
経
済
建
設
の
３
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
審
査
し
た
内

容
を
、
各
分
科
会
の
委
員
長

が
報
告
し
ま
し
た
。

　
総
務
企
画
分
科
会
で
審
査

し
た
「（
仮
称
）
鹿
嶋
市
防
災

公
園
整
備
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
の
計
画
を
白
紙

に
戻
し
、
そ
の
予
定
地
だ
っ

た
場
所
に
防
災
機
能
を
持
つ

公
園
を
設
置
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

質
問
や
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆一 般 会 計     ２２３億１,１６０万２千円
◆特 別 会 計 　１４９億４,９０２万１千円
　国民健康保険　　　          　　８５億８,４３０万円
　後期高齢者医療　     　　　 ４億７,０１０万３千円
　介護保険　　　　　　         　 ３６億２,６００万円
　   鹿嶋市平井東部土地区画整理事業　           　１億３,９００万円
　公共下水道　　　 　            　   １７億６３６万円
　農業集落排水　　　　　              ７,１０５万８千円
　墓地　　　　　　　                               １,８００万円
　公共料金等集合支払　　              ３億３,４２０万円
◆公営企業会計 　 　２３億１,１３７万３千円
　水道事業 ( 鹿島区域 )　   １６億３,７９８万４千円
　大野区域水道事業　          　６億７,３３８万９千円

「
防
災
公
園
」

が

論
点
に

防
災
公
園
事
業
の

減
額
修
正
案
を
提
出

▼
防
災
公
園
に
は
か
な
り
費

用
が
か
か
る
と
思
う
。
慎
重

に
す
す
め
る
べ
き
。

▼
平
常
時
の
利
活
用
は
。
防

災
公
園
と
し
て
適
地
な
の
か

再
度
検
討
を
。

▼
大
き
な
案
件
な
の
で
、
す

ぐ
に
結
論
は
だ
せ
な
い
。
予

算
決
算
常
任
委
員
会
の
今
後

の
審
査
方
法
の
あ
り
か
た
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
と

も
に
、
時
間
を
か
け
て
審
査

す
べ
き
。

▼
防
災
公
園
の
必
要
性
は
あ

る
と
思
う
が
、
別
な
場
所
に

つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
。

▽
道
の
駅
に
引
き
続
き
、
防

災
公
園
も
国
の
補
助
を
受
け

て
整
備
で
き
る
。
こ
の
機
会

を
逃
さ
ず
に
設
置
す
る
べ
き
。

　
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
委
員
か
ら
修
正
案
が

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
正
案
は
、
取
得
す
る
土

地
が
妥
当
か
ど
う
か
審
議
が

十
分
で
な
く
、
周
辺
土
地
の

利
活
用
の
検
討
も
さ
れ
て
い

な
い
現
状
で
の
予
算
計
上
は

時
期
尚
早
で
あ
る
た
め
、
事

業
費
の
全
額
を
削
減
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
修
正
案
は
委
員
会
で
記
名

に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、
結

果
は
、
賛
成
12
人
、
反
対
２

人
と
な
り
ま
し
た
。

　
19
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
で
も
、
こ
の
修
正
案
に
対

す
る
記
名
に
よ
る
投
票
を
行

い
、
結
果
は
、
賛
成
13
人
、

反
対
５
人
で
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予

算
案
の
う
ち
、
防
災
公
園
整

備
の
設
計
な
ど
の
予
算
で
あ

る
３
４
３
９
万
８
千
円
の
減

額
修
正
案
を
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
予
算
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。

修正
可決
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【事業名】　保健センター整備　
　　　　　 事業

【事業費】　４億 3,911 万円

【内　容】　市役所の隣の敷地に
新たに建設します。利用開始は、
平成27年４月の予定です。

新保健センターの完成予想図

【事業名】　市庁舎等整備事業

【事業費】　8,425 万円

【内　容】　旧法務局の建屋にエフ
エムかしまが移転するほか、市の
第３庁舎などとして活用します。

旧法務局の建屋 ( 正面 ) と交流会館（左）

【事業名】　防犯灯管理経費

【事業費】　３,274 万円

【内　容】　防犯灯の光熱水費や修
繕費、新規に設置するための経費
です。

【事業名】　保育園施設整備事業
　

【事業費】　５億 5,894 万円

【内　容】　平成27年４月の開園
を目指し、平井地区に建設しま
す。

防犯灯の維持管理など

学校図書館の整備

【事業名】　学校図書館経費

【事業費】　2,538 万円

【内　容】　鹿野中学校と平井中学
校に図書館を整備します。

（仮称）平井認定こども園の完成予想図

【事業名】　救急医療対策経費
　

【事業費】　１億 2,558 万円

【内　容】　夜間、休日の医療体制
の充実を図るために、医療機関を
支援します。

【事業名】　社会体育振興事業　
　

【事業費】　2,066 万円

【内　容】　全国規模のスポーツ
大会などの誘致や、市民スポー
ツ活動への支援を行います。

休日当番医は広報かしまに掲載鹿嶋まつり

【事業名】　商工業振興事務経費

【事業費】　3,152 万円

【内　容】　各種イベントや商い元
気塾など、商工業活性化の推進を
行います。

ビーチサッカー

平成２６年度
　  　の
 主 な 事 業

　
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

総
務
企
画
、
文
教
民
生
、
環

境
経
済
建
設
の
３
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
審
査
し
た
内

容
を
、
各
分
科
会
の
委
員
長

が
報
告
し
ま
し
た
。

　
総
務
企
画
分
科
会
で
審
査

し
た
「（
仮
称
）
鹿
嶋
市
防
災

公
園
整
備
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
の
計
画
を
白
紙

に
戻
し
、
そ
の
予
定
地
だ
っ

た
場
所
に
防
災
機
能
を
持
つ

公
園
を
設
置
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

質
問
や
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

賛
成
13
、
反
対
５

で
修
正
案
を
可
決

▼
防
災
公
園
に
は
か
な
り
費

用
が
か
か
る
と
思
う
。
慎
重

に
す
す
め
る
べ
き
。

▼
平
常
時
の
利
活
用
は
。
防

災
公
園
と
し
て
適
地
な
の
か

再
度
検
討
を
。

▼
大
き
な
案
件
な
の
で
、
す

ぐ
に
結
論
は
だ
せ
な
い
。
予

算
決
算
常
任
委
員
会
の
今
後

の
審
査
方
法
の
あ
り
か
た
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
と

も
に
、
時
間
を
か
け
て
審
査

す
べ
き
。

▼
防
災
公
園
の
必
要
性
は
あ

る
と
思
う
が
、
別
な
場
所
に

つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
。

▽
道
の
駅
に
引
き
続
き
、
防

災
公
園
も
国
の
補
助
を
受
け

て
整
備
で
き
る
。
こ
の
機
会

を
逃
さ
ず
に
設
置
す
る
べ
き
。

　
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
委
員
か
ら
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
正
案
は
、
取
得
す
る
土

地
が
妥
当
か
ど
う
か
審
議
が

十
分
で
な
く
、
周
辺
土
地
の

利
活
用
の
検
討
も
さ
れ
て
い

な
い
現
状
で
の
予
算
計
上
は

時
期
尚
早
で
あ
る
た
め
、
事

業
費
の
全
額
を
削
減
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
修
正
案
は
委
員
会
で
記
名

に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、
結

果
は
、
賛
成
12
人
、
反
対
２

人
と
な
り
ま
し
た
。

　
19
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
で
も
、
こ
の
修
正
案
に
対

す
る
記
名
に
よ
る
投
票
を
行

い
、
結
果
は
、
賛
成
13
人
、

反
対
５
人
で
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予

算
案
の
う
ち
、
防
災
公
園
整

備
の
設
計
な
ど
の
予
算
で
あ

る
３
４
３
９
万
８
千
円
の
減

額
修
正
案
を
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
予
算
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。
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る
３
４
３
９
万
８
千
円
を
減

額
し
た
も
の
を
、
平
成
26
年

度
一
般
会
計
予
算
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。
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消
費
税
増
税
に
伴
う
便
乗
値
上
げ
の
有
無
を
確
認

■
議
案
第
24
号

55
歳
を
超
え
る
職
員
の

昇
給
を
停
止
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の

人
件
費
削
減
に
な
る
の
か
。

職
員
の
う
ち
、
こ
の
条

例
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
の
は
36
人
。
年
間
で
最

大
75
万
６
８
０
０
円
程
度
の
削

減
に
な
る
見
込
み
。

影
響
を
受
け
る
36
人
の

役
職
は
。
人
事
評
価
は

だ
れ
が
行
う
の
か
。

部
長
・
次
長
級
で
各
８

人
、
課
長
級
で
11
人
、

係
長
・
主
幹
・
課
長
補
佐
級
が

合
わ
せ
て
９
人
。
一
次
の
人

事
評
価
は
所
属
長
が
行
い
、

二
次
評
価
は
部
長
が
行
う
。

総
務
企
画
委
員
会

● 

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査 

●

８

委  

員  

長
　西
塚
保
男

副
委
員
長
　佐
藤
信
成

　
　・
飯
塚
俊
雄
　・
根
崎
　彰

委
員
・
田
口
　茂
　・
桐
澤
い
づ
み

　
　・
篠
塚
洋
三

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問

問

問

問

問

問

問 答

答答

答

答

答

答

■
議
案
第
25
号

　
　
　
　
就
学
相
談
員
は
、
全
部

　
　
　
　
の
小
中
学
校
に
配
置
さ

れ
る
の
か
。
そ
の
職
務
は
何

か
。

　
　
　
　
相
談
員
の
職
務
は
、
未

　
　
　
　
就
学
児
の
就
学
へ
の
相

談
事
業
が
中
心
。
小
中
学
校

へ
の
配
置
で
は
な
く
、
鹿
嶋
っ

子
育
成
課
に
２
人
、
常
駐
す

る
。

　
　
　
　
指
定
病
院
等
に
お
け
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票
の
外
部
立

会
人
の
報
酬
の
根
拠
と
な
る

従
事
時
間
は
、
誰
が
判
断
す

る
の
か
。

　
　
　
　
不
在
者
投
票
時
間
の
報

　
　
　
　
告
を
施
設
か
ら
受
け

て
、
報
酬
を
支
払
う
。

■
議
案
第
26
号

　
　
　
　
い
じ
め
問
題
等
対
策
委

　
　
　
　
員
会
は
ど
の
よ
う
な

方
々
で
構
成
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
警
察
関
係
者
、
児
童
相

　
　
　
　
談
所
職
員
、
精
神
科
医
、

青
少
年
相
談
員
、
教
育
指
導

員
、
民
生
委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

な
ど
の
10
人
。

■
議
案
第
29
号

　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
の
職
務

　
　
　
　
は
。

　
　
　
　
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

　
　
　
　
計
画
の
立
案
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
り
、
そ
の
た
め
の
調

査
研
究
な
ど
。
具
体
的
に
は
、

年
間
の
社
会
教
育
の
計
画
や

公
民
館
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
案
第
35
号
ほ
か
消
費
税

関
連
の
条
例
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
か
。
便
乗
値
上

げ
は
な
い
か
。

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
で
あ
る
。
10
円

未
満
切
捨
て
な
の
で
、
中
に

は
使
用
料
が
下
が
る
も
の
も

あ
る
。

　
　
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
経
費
は

間
違
い
な
く
上
が
る
。
消
費

税
が
10
　
　
に
な
る
際
は
、
国

な
ど
の
流
れ
を
参
考
に
再
度

検
討
す
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。
　
　

＜主な施設での変更後の使用料＞

パ
ー

セ
ン
ト

＊アマチュアスポーツで入場料を徴収しない場合の料金。別途、照明や冷暖房等の使用料がかかる場合もあります。

施　設　名 ４月１日以降の料金（旧料金）
カシマスポーツセンター　メインアリーナ　 　　　　　　　  6,170 円 (6,000 円）                                    8,220 円 (8,000 円）

まちづくり市民センター　体育館　 　　　　                                5,550 円 (5,400 円）                                    7,400 円 (7,200 円）

高松緑地体育館　 　　  体育室 A                                    3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

サブアリーナ　 　                                3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

多目的球技場　                           2,460 円 (2,400 円）                                    3,290 円 (3,200 円）
野球場　　　　                           1,020 円 (1,000 円）                                    1,330 円 (1,300 円）

庭球場（１面） 　                              1,540 円 (1,500 円）                                    2,050 円 (2,000 円）

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17:00
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消
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超
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こ
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が
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ど
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の
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な
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の
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。
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の
う
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、
こ
の
条

例
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
の
は
36
人
。
年
間
で
最

大
75
万
６
８
０
０
円
程
度
の
削

減
に
な
る
見
込
み
。

影
響
を
受
け
る
36
人
の

役
職
は
。
人
事
評
価
は

だ
れ
が
行
う
の
か
。

部
長
・
次
長
級
で
各
８

人
、
課
長
級
で
11
人
、

係
長
・
主
幹
・
課
長
補
佐
級
が

合
わ
せ
て
９
人
。
一
次
の
人

事
評
価
は
所
属
長
が
行
い
、

二
次
評
価
は
部
長
が
行
う
。
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■
議
案
第
25
号

　
　
　
　
就
学
相
談
員
は
、
全
部

　
　
　
　
の
小
中
学
校
に
配
置
さ

れ
る
の
か
。
そ
の
職
務
は
何

か
。

　
　
　
　
相
談
員
の
職
務
は
、
未

　
　
　
　
就
学
児
の
就
学
へ
の
相

談
事
業
が
中
心
。
小
中
学
校

へ
の
配
置
で
は
な
く
、
鹿
嶋
っ

子
育
成
課
に
２
人
、
常
駐
す

る
。

　
　
　
　
指
定
病
院
等
に
お
け
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票
の
外
部
立

会
人
の
報
酬
の
根
拠
と
な
る

従
事
時
間
は
、
誰
が
判
断
す

る
の
か
。

　
　
　
　
不
在
者
投
票
時
間
の
報

　
　
　
　
告
を
施
設
か
ら
受
け

て
、
報
酬
を
支
払
う
。

■
議
案
第
26
号

　
　
　
　
い
じ
め
問
題
等
対
策
委

　
　
　
　
員
会
は
ど
の
よ
う
な

方
々
で
構
成
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
警
察
関
係
者
、
児
童
相

　
　
　
　
談
所
職
員
、
精
神
科
医
、

青
少
年
相
談
員
、
教
育
指
導

員
、
民
生
委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

な
ど
の
10
人
。

■
議
案
第
29
号

　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
の
職
務

　
　
　
　
は
。

　
　
　
　
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

　
　
　
　
計
画
の
立
案
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
り
、
そ
の
た
め
の
調

査
研
究
な
ど
。
具
体
的
に
は
、

年
間
の
社
会
教
育
の
計
画
や

公
民
館
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
案
第
35
号
ほ
か
消
費
税

関
連
の
条
例
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
か
。
便
乗
値
上

げ
は
な
い
か
。

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
で
あ
る
。
10
円

未
満
切
捨
て
な
の
で
、
中
に

は
使
用
料
が
下
が
る
も
の
も

あ
る
。

　
　
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
経
費
は

間
違
い
な
く
上
が
る
。
消
費

税
が
10
　
　
に
な
る
際
は
、
国

な
ど
の
流
れ
を
参
考
に
再
度

検
討
す
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。
　
　

＜主な施設での変更後の使用料＞

パ
ー

セ
ン
ト

＊アマチュアスポーツで入場料を徴収しない場合の料金。別途、照明や冷暖房等の使用料がかかる場合もあります。

施　設　名 ４月１日以降の料金（旧料金）
カシマスポーツセンター　メインアリーナ　 　　　　　　　  6,170 円 (6,000 円）                                    8,220 円 (8,000 円）

まちづくり市民センター　体育館　 　　　　                                5,550 円 (5,400 円）                                    7,400 円 (7,200 円）

高松緑地体育館　 　　  体育室 A                                    3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

サブアリーナ　 　                                3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

多目的球技場　                           2,460 円 (2,400 円）                                    3,290 円 (3,200 円）
野球場　　　　                           1,020 円 (1,000 円）                                    1,330 円 (1,300 円）

庭球場（１面） 　                              1,540 円 (1,500 円）                                    2,050 円 (2,000 円）

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。
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三
笠
小
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
増
は
計
画
的
に
行
う
よ
う
意
見

文
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案
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■
議
案
第
30
号

児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ

は
ど
の
く
ら
い
増
え
て

き
て
い
る
の
か
。

現
在
の
定
員
は
、
14
の

児
童
ク
ラ
ブ
で
６
０
０

人
。
今
年
度
の
登
録
者
数
は

月
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
も
の

の
、
ピ
ー
ク
時
で
５
１
５
人
、

夏
休
み
は
定
員
を
超
え
る
６
１

０
人
、
来
年
度
の
申
請
者
数

は
６
２
６
人
で
あ
る
。
年
々
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
１
年
生
か
ら
３

年
生
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

余
裕
が
あ
れ
ば
４
年
生
以
上

も
受
け
入
れ
て
い
る
。
３
年
生

が
４
年
生
に
進
級
す
る
と
き

に
、
継
続
し
て
利
用
し
た
い

問

問

答

答 と
希
望
す
る
保
護
者
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
が
、
人
数
増

加
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
平
成
26
年
度
は
、
７
４
５

人
に
定
員
を
拡
大
し
て
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　
　
三
笠
小
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
、
将
来

の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
三
笠
小
は
こ
れ
ま
で
、
　

　
　
　
　
第
１
、
第
２
児
童
ク
ラ

ブ
と
も
各
45
人
の
定
員
で
あ
っ

た
が
、
５
人
ず
つ
増
員
し
て
合

計
１
０
０
人
の
定
員
に
し
た
。

三
笠
小
に
限
ら
ず
、
平
成
26

年
度
当
初
は
、
申
請
者
全
て

の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
る

が
、
年
々
増
加
す
る
児
童
ク

ラ
ブ
の
申
請
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
教
室
な
ど
の
場
所

の
確
保
が
課
題
。
敷
地
内
へ

建
設
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ

ば
建
設
す
る
な
ど
、
中
長
期

的
に
教
育
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
三
笠
小
学
校
は
、
空
き

　
　
　
　
教
室
は
な
い
し
、
校
舎

周
辺
の
土
地
も
空
い
て
い
な

い
。
敷
地
内
に
建
設
す
る
の

も
難
し
い
状
況
だ
と
思
う
。

今
後
、
よ
く
検
討
さ
れ
た
い
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。
　

△　こども福祉課で配布している
「子育てハンドブック」。
児童クラブのほか、 子どもに関
する制度などが案内されている。

△

意
　見
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消
費
税
増
税
に
伴
う
便
乗
値
上
げ
の
有
無
を
確
認

■
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案
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歳
を
超
え
る
職
員
の

昇
給
を
停
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す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の

人
件
費
削
減
に
な
る
の
か
。

職
員
の
う
ち
、
こ
の
条

例
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
の
は
36
人
。
年
間
で
最

大
75
万
６
８
０
０
円
程
度
の
削

減
に
な
る
見
込
み
。

影
響
を
受
け
る
36
人
の

役
職
は
。
人
事
評
価
は

だ
れ
が
行
う
の
か
。

部
長
・
次
長
級
で
各
８

人
、
課
長
級
で
11
人
、

係
長
・
主
幹
・
課
長
補
佐
級
が

合
わ
せ
て
９
人
。
一
次
の
人

事
評
価
は
所
属
長
が
行
い
、

二
次
評
価
は
部
長
が
行
う
。
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、
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の
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中
学
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に
配
置
さ

れ
る
の
か
。
そ
の
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務
は
何

か
。

　
　
　
　
相
談
員
の
職
務
は
、
未

　
　
　
　
就
学
児
の
就
学
へ
の
相

談
事
業
が
中
心
。
小
中
学
校

へ
の
配
置
で
は
な
く
、
鹿
嶋
っ

子
育
成
課
に
２
人
、
常
駐
す

る
。

　
　
　
　
指
定
病
院
等
に
お
け
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票
の
外
部
立

会
人
の
報
酬
の
根
拠
と
な
る

従
事
時
間
は
、
誰
が
判
断
す

る
の
か
。

　
　
　
　
不
在
者
投
票
時
間
の
報

　
　
　
　
告
を
施
設
か
ら
受
け

て
、
報
酬
を
支
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う
。
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号
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じ
め
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員
会
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よ
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方
々
で
構
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れ
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の
か
。

　
　
　
　
警
察
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係
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、
児
童
相

　
　
　
　
談
所
職
員
、
精
神
科
医
、

青
少
年
相
談
員
、
教
育
指
導

員
、
民
生
委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

な
ど
の
10
人
。
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社
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教
育
委
員
の
職
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は
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社
会
教
育
に
関
す
る
諸

　
　
　
　
計
画
の
立
案
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
り
、
そ
の
た
め
の
調

査
研
究
な
ど
。
具
体
的
に
は
、

年
間
の
社
会
教
育
の
計
画
や

公
民
館
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
案
第
35
号
ほ
か
消
費
税

関
連
の
条
例
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
か
。
便
乗
値
上

げ
は
な
い
か
。

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
で
あ
る
。
10
円

未
満
切
捨
て
な
の
で
、
中
に

は
使
用
料
が
下
が
る
も
の
も

あ
る
。

　
　
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
経
費
は

間
違
い
な
く
上
が
る
。
消
費

税
が
10
　
　
に
な
る
際
は
、
国

な
ど
の
流
れ
を
参
考
に
再
度

検
討
す
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。
　
　

＜主な施設での変更後の使用料＞

パ
ー

セ
ン
ト

＊アマチュアスポーツで入場料を徴収しない場合の料金。別途、照明や冷暖房等の使用料がかかる場合もあります。

施　設　名 ４月１日以降の料金（旧料金）
カシマスポーツセンター　メインアリーナ　 　　　　　　　  6,170 円 (6,000 円）                                    8,220 円 (8,000 円）

まちづくり市民センター　体育館　 　　　　                                5,550 円 (5,400 円）                                    7,400 円 (7,200 円）

高松緑地体育館　 　　  体育室 A                                    3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

サブアリーナ　 　                                3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

多目的球技場　                           2,460 円 (2,400 円）                                    3,290 円 (3,200 円）
野球場　　　　                           1,020 円 (1,000 円）                                    1,330 円 (1,300 円）

庭球場（１面） 　                              1,540 円 (1,500 円）                                    2,050 円 (2,000 円）

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。
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げ
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件
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る
の
か
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、
こ
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の
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が
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、
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、

係
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・
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・
課
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佐
級
が
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て
９
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。
一
次
の
人

事
評
価
は
所
属
長
が
行
い
、

二
次
評
価
は
部
長
が
行
う
。
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■
議
案
第
25
号

　
　
　
　
就
学
相
談
員
は
、
全
部

　
　
　
　
の
小
中
学
校
に
配
置
さ

れ
る
の
か
。
そ
の
職
務
は
何

か
。

　
　
　
　
相
談
員
の
職
務
は
、
未

　
　
　
　
就
学
児
の
就
学
へ
の
相

談
事
業
が
中
心
。
小
中
学
校

へ
の
配
置
で
は
な
く
、
鹿
嶋
っ

子
育
成
課
に
２
人
、
常
駐
す

る
。

　
　
　
　
指
定
病
院
等
に
お
け
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票
の
外
部
立

会
人
の
報
酬
の
根
拠
と
な
る

従
事
時
間
は
、
誰
が
判
断
す

る
の
か
。

　
　
　
　
不
在
者
投
票
時
間
の
報

　
　
　
　
告
を
施
設
か
ら
受
け

て
、
報
酬
を
支
払
う
。

■
議
案
第
26
号

　
　
　
　
い
じ
め
問
題
等
対
策
委

　
　
　
　
員
会
は
ど
の
よ
う
な

方
々
で
構
成
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
警
察
関
係
者
、
児
童
相

　
　
　
　
談
所
職
員
、
精
神
科
医
、

青
少
年
相
談
員
、
教
育
指
導

員
、
民
生
委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

な
ど
の
10
人
。

■
議
案
第
29
号

　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
の
職
務

　
　
　
　
は
。

　
　
　
　
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

　
　
　
　
計
画
の
立
案
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
り
、
そ
の
た
め
の
調

査
研
究
な
ど
。
具
体
的
に
は
、

年
間
の
社
会
教
育
の
計
画
や

公
民
館
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
案
第
35
号
ほ
か
消
費
税

関
連
の
条
例
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
か
。
便
乗
値
上

げ
は
な
い
か
。

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
で
あ
る
。
10
円

未
満
切
捨
て
な
の
で
、
中
に

は
使
用
料
が
下
が
る
も
の
も

あ
る
。

　
　
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
経
費
は

間
違
い
な
く
上
が
る
。
消
費

税
が
10
　
　
に
な
る
際
は
、
国

な
ど
の
流
れ
を
参
考
に
再
度

検
討
す
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。
　
　

＜主な施設での変更後の使用料＞

パ
ー

セ
ン
ト

＊アマチュアスポーツで入場料を徴収しない場合の料金。別途、照明や冷暖房等の使用料がかかる場合もあります。

施　設　名 ４月１日以降の料金（旧料金）
カシマスポーツセンター　メインアリーナ　 　　　　　　　  6,170 円 (6,000 円）                                    8,220 円 (8,000 円）

まちづくり市民センター　体育館　 　　　　                                5,550 円 (5,400 円）                                    7,400 円 (7,200 円）

高松緑地体育館　 　　  体育室 A                                    3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

サブアリーナ　 　                                3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

多目的球技場　                           2,460 円 (2,400 円）                                    3,290 円 (3,200 円）
野球場　　　　                           1,020 円 (1,000 円）                                    1,330 円 (1,300 円）

庭球場（１面） 　                              1,540 円 (1,500 円）                                    2,050 円 (2,000 円）

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。
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ど
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件
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な
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の
か
。

職
員
の
う
ち
、
こ
の
条

例
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
の
は
36
人
。
年
間
で
最

大
75
万
６
８
０
０
円
程
度
の
削

減
に
な
る
見
込
み
。

影
響
を
受
け
る
36
人
の

役
職
は
。
人
事
評
価
は

だ
れ
が
行
う
の
か
。

部
長
・
次
長
級
で
各
８

人
、
課
長
級
で
11
人
、

係
長
・
主
幹
・
課
長
補
佐
級
が

合
わ
せ
て
９
人
。
一
次
の
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事
評
価
は
所
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長
が
行
い
、
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価
は
部
長
が
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精
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、

青
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年
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、
教
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、
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生
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、Ｐ
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な
ど
の
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。
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計
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の
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意
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を
述
べ
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り
、
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調
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の
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か
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便
乗
値
上

げ
は
な
い
か
。

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
で
あ
る
。
10
円

未
満
切
捨
て
な
の
で
、
中
に

は
使
用
料
が
下
が
る
も
の
も

あ
る
。

　
　
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
経
費
は

間
違
い
な
く
上
が
る
。
消
費

税
が
10
　
　
に
な
る
際
は
、
国

な
ど
の
流
れ
を
参
考
に
再
度

検
討
す
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。
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施　設　名 ４月１日以降の料金（旧料金）
カシマスポーツセンター　メインアリーナ　 　　　　　　　  6,170 円 (6,000 円）                                    8,220 円 (8,000 円）

まちづくり市民センター　体育館　 　　　　                                5,550 円 (5,400 円）                                    7,400 円 (7,200 円）

高松緑地体育館　 　　  体育室 A                                    3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

サブアリーナ　 　                                3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

多目的球技場　                           2,460 円 (2,400 円）                                    3,290 円 (3,200 円）
野球場　　　　                           1,020 円 (1,000 円）                                    1,330 円 (1,300 円）

庭球場（１面） 　                              1,540 円 (1,500 円）                                    2,050 円 (2,000 円）
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と
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と
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が
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ど
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ぐ
ら
い
の

人
件
費
削
減
に
な
る
の
か
。

職
員
の
う
ち
、
こ
の
条

例
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
の
は
36
人
。
年
間
で
最

大
75
万
６
８
０
０
円
程
度
の
削

減
に
な
る
見
込
み
。

影
響
を
受
け
る
36
人
の

役
職
は
。
人
事
評
価
は

だ
れ
が
行
う
の
か
。

部
長
・
次
長
級
で
各
８

人
、
課
長
級
で
11
人
、

係
長
・
主
幹
・
課
長
補
佐
級
が

合
わ
せ
て
９
人
。
一
次
の
人

事
評
価
は
所
属
長
が
行
い
、

二
次
評
価
は
部
長
が
行
う
。
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案
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就
学
相
談
員
は
、
全
部

　
　
　
　
の
小
中
学
校
に
配
置
さ

れ
る
の
か
。
そ
の
職
務
は
何

か
。

　
　
　
　
相
談
員
の
職
務
は
、
未

　
　
　
　
就
学
児
の
就
学
へ
の
相

談
事
業
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中
心
。
小
中
学
校
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配
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で
は
な
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鹿
嶋
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２
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、
常
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す
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等
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告
を
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設
か
ら
受
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て
、
報
酬
を
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払
う
。

■
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案
第
26
号
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じ
め
問
題
等
対
策
委

　
　
　
　
員
会
は
ど
の
よ
う
な

方
々
で
構
成
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
警
察
関
係
者
、
児
童
相

　
　
　
　
談
所
職
員
、
精
神
科
医
、

青
少
年
相
談
員
、
教
育
指
導

員
、
民
生
委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

な
ど
の
10
人
。

■
議
案
第
29
号

　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
の
職
務

　
　
　
　
は
。

　
　
　
　
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

　
　
　
　
計
画
の
立
案
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
り
、
そ
の
た
め
の
調

査
研
究
な
ど
。
具
体
的
に
は
、

年
間
の
社
会
教
育
の
計
画
や

公
民
館
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
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案
第
35
号
ほ
か
消
費
税

関
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の
条
例
改
正
に
つ
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て
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税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
か
。
便
乗
値
上

げ
は
な
い
か
。

　
　
　
　
消
費
税
増
税
分
だ
け
の

　
　
　
　
値
上
げ
で
あ
る
。
10
円

未
満
切
捨
て
な
の
で
、
中
に

は
使
用
料
が
下
が
る
も
の
も

あ
る
。

　
　
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
経
費
は

間
違
い
な
く
上
が
る
。
消
費

税
が
10
　
　
に
な
る
際
は
、
国

な
ど
の
流
れ
を
参
考
に
再
度

検
討
す
る
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討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
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委
員
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議
案
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い
て
、
原
案
の
と
お
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決
定
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＜主な施設での変更後の使用料＞

パ
ー

セ
ン
ト

＊アマチュアスポーツで入場料を徴収しない場合の料金。別途、照明や冷暖房等の使用料がかかる場合もあります。

施　設　名 ４月１日以降の料金（旧料金）
カシマスポーツセンター　メインアリーナ　 　　　　　　　  6,170 円 (6,000 円）                                    8,220 円 (8,000 円）

まちづくり市民センター　体育館　 　　　　                                5,550 円 (5,400 円）                                    7,400 円 (7,200 円）

高松緑地体育館　 　　  体育室 A                                    3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

サブアリーナ　 　                                3,080 円 (3,000 円）                                    4,110 円 (4,000 円）

多目的球技場　                           2,460 円 (2,400 円）                                    3,290 円 (3,200 円）
野球場　　　　                           1,020 円 (1,000 円）                                    1,330 円 (1,300 円）

庭球場（１面） 　                              1,540 円 (1,500 円）                                    2,050 円 (2,000 円）

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。
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三
笠
小
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
増
は
計
画
的
に
行
う
よ
う
意
見

文
教
民
生
委
員
会

● 

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査 
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員
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男

　
　・
大
鷲
　栄
　・
内
田
政
文

委
員
・
坂
本
仙
一
　・
立
原
弘
一

　
　・
小
古
井
芳
一

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

■
議
案
第
30
号

児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ

は
ど
の
く
ら
い
増
え
て

き
て
い
る
の
か
。

現
在
の
定
員
は
、
14
の

児
童
ク
ラ
ブ
で
６
０
０

人
。
今
年
度
の
登
録
者
数
は

月
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
も
の

の
、
ピ
ー
ク
時
で
５
１
５
人
、

夏
休
み
は
定
員
を
超
え
る
６
１

０
人
、
来
年
度
の
申
請
者
数

は
６
２
６
人
で
あ
る
。
年
々
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
１
年
生
か
ら
３

年
生
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

余
裕
が
あ
れ
ば
４
年
生
以
上

も
受
け
入
れ
て
い
る
。
３
年
生

が
４
年
生
に
進
級
す
る
と
き

に
、
継
続
し
て
利
用
し
た
い

問

問

答

答 と
希
望
す
る
保
護
者
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
が
、
人
数
増

加
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
平
成
26
年
度
は
、
７
４
５

人
に
定
員
を
拡
大
し
て
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　
　
三
笠
小
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
、
将
来

の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
三
笠
小
は
こ
れ
ま
で
、
　

　
　
　
　
第
１
、
第
２
児
童
ク
ラ

ブ
と
も
各
45
人
の
定
員
で
あ
っ

た
が
、
５
人
ず
つ
増
員
し
て
合

計
１
０
０
人
の
定
員
に
し
た
。

三
笠
小
に
限
ら
ず
、
平
成
26

年
度
当
初
は
、
申
請
者
全
て

の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
る

が
、
年
々
増
加
す
る
児
童
ク

ラ
ブ
の
申
請
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
教
室
な
ど
の
場
所

の
確
保
が
課
題
。
敷
地
内
へ

建
設
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ

ば
建
設
す
る
な
ど
、
中
長
期

的
に
教
育
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
三
笠
小
学
校
は
、
空
き

　
　
　
　
教
室
は
な
い
し
、
校
舎

周
辺
の
土
地
も
空
い
て
い
な

い
。
敷
地
内
に
建
設
す
る
の

も
難
し
い
状
況
だ
と
思
う
。

今
後
、
よ
く
検
討
さ
れ
た
い
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。
　

△　こども福祉課で配布している
「子育てハンドブック」。
児童クラブのほか、 子どもに関
する制度などが案内されている。

△

意
　見

鹿嶋市議会だより
平成 26 年５月 15 日発行9



 

　
本
委
員
会
は
、
１
月
29
日
か
ら

31
日
ま
で
の
日
程
で
、
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
海
南
市
で
は
、
下
津
港
の
入
り

口
に
国
土
交
通
省
が
試
験
施
行
と

し
て
設
置
を
し
て
い
る
「
直
立
浮

上
式
津
波
防
波
堤
」
の
建
設
現
場

で
、
そ

の
概
要

説
明
を

受
け
ま

し
た
。

　
こ
の
防

波
堤
は
、

普
段
は

港
の
入

り
口
の
海
底
に
沈
ん
で
い
て
、
津

波
が
来
た
時
に
は
浮
か
び
上
が
っ

て
ま
ち
を
守
る
役
目
を
果
た
し
ま

す
。
海
南
市
は
、
市
内
の
多
く
が

海
抜
１
〜
３
　
で
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
へ
の
備
え
が
急
務
で
す
。
市

役
所
も
高
台
へ
移
転
す
る
計
画
が

あ
り
ま
し
た
。

　
橿
原
市
は
橿
原
神
宮
が
あ
り
、

「
か
し
は
ら
ナ
ビ
プ
ラ
ザ
」
と
い
う

施
設
を
駅
前
に
つ
く
っ
て
、
観
光

開
発
と
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
５
階
建
て
の
こ
の
施

設
の
１
階
は
観
光
案
内
所
と
観
光

客
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、
２
階
か
ら

５
階
ま
で
は
こ
ど
も
広
場
や
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
、
訪
問
時
に

は
高
校
生
の
写
真
展
が
開
催
中
で

し
た
。

　
橿
原
市

は
、
奈
良

か
ら
伊
勢

へ
の
通
過

点
に
な
っ

て
し
ま
う

た
め
、
市

へ
途
中
下

車
し
て
も
ら
う
方
法
を
研
究
中
で

し
た
。

　
視
察
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の

悩
み
や
課
題
を
学
び
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
、
鹿
嶋
市
の
よ
り
よ
い

方
向
を
見
つ
け
、
形
に
し
て
い
く

た
め
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

し
も 

つ 環
境
経
済
建
設
委
員
会

　委
員
長

　小
池
み
よ
子

和
歌
山
県
海
南
市
と
奈
良
県
橿
原
市
を
視
察
し
て

か
い
な
ん

か
し
は
ら

△かしはらナビプラザでの写真展

メ
ー

ト
ル

常
任
委
員
会
の
先
進
地
視
察
の
報
告

△海南市の浮上式防波堤のしくみ

安
全
な
飲
料
水
確
保
の
た
め
責
任
の
所
在
を
明
確
に

環
境
経
済
建
設
委
員
会

● 

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査 

●

10

委  

員  

長
　小
池
み
よ
子

副
委
員
長
　出
頭
克
明

　
　・
風
間
裁
司
　・
田
村
遠
渡
丸

委
員
・
内
山
　一
　・
河
津
　亨

　
　・
山
口
哲
秀

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

■
議
案
第
22
号

小
規
模
水
道
等
の
事
業

者
が
供
給
す
る
水
に

よ
っ
て
市
民
が
健
康
を
害
し
た

場
合
、
そ
の
被
害
の
救
済
は

誰
が
、
ど
う
す
る
の
か
。
こ

の
条
例
に
明
記
す
べ
き
で
は
。

第
一
義
的
に
は
、
事
業

者
の
責
任
に
お
い
て

行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え

る
。
今
回
の
条
例
に
明
記
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

市
の
条
例
に
、
「
事
業
者

負
担
で
損
害
賠
償
に
応

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

記
載
す
る
よ
う
に
、
検
討
さ

れ
た
い
。条

例
の
一
部
改
正
と
し

て
、
今
後
整
理
し
た
い
。

問問

問問

問

問

答答

答

答

答

答

　
　
　
　
農
業
者
が
、
作
物
へ
の

　
　
　
　
水
遣
り
に
使
う
水
に
つ

い
て
、
条
例
な
ど
は
あ
る
の

か
。
間
接
的
に
で
も
、
人
の

口
に
入
る
水
に
な
る
の
で
尋

ね
る
。
ま
た
、
砂
利
採
取
現

場
周
辺
の
水
質
が
変
化
す
る

可
能
性
も
見
過
ご
せ
な
い
。

安
全
な
水
の
供
給
を
定
め
る

こ
れ
ら
の
条
例
に
盛
り
込
ん

で
、
何
か
あ
っ
た
と
き
の
責
任

の
所
在
を
明
確
に
す
べ
き
。

　
　
　
　
農
業
者
が
、
安
全
な
も

　
　
　
　
の
を
使
っ
て
消
費
者
に

供
給
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
今
回
の
条
例
の
範
囲
で

は
な
い
。

　
　
　
　
水
道
管
に
使
っ
て
い
た

　
　
　
　
石
綿
管
の
取
り
替
え
は

終
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
合
併

浄
化
槽
を
通
し
て
も
除
去
で

き
な
い
物
質
は
、
北
浦
に
流

れ
る
。
そ
れ
が
取
水
さ
れ
て

飲
料
水
に
な
る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
石
綿
管
の
取
替
え
は
、
　

　
　
　
　
鹿
島
区
域
に
つ
い
て
は

平
成
25
年
度
に
終
了
し
た
。

北
浦
の
水
に
つ
い
て
は
、
爪
木

か
ら
取
水
し
、
須
賀
に
あ
る

水
道
事
務
所
に
送
っ
て
水
道
水

に
な
る
。
北
浦
の
水
に
油
が

浮
い
て
る
な
ど
の
異
常
が
あ

れ
ば
、
通
報
を
う
け
て
す
ぐ

に
状
況
確
認
と
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
取
水
の
際
の
検
査

も
、
毎
日
行
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
46
号

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
駐
車

　
　
　
　
場
案
内
看
板
な
ど
に
も

占
用
料
が
か
か
る
の
か
。

　
　
　
　
公
共
物
等
の
掲
示
と
し

　
　
　
　
て
と
ら
え
、
使
用
料
や

占
用
料
は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
土
地
改
良
区
域
で
、
農

　
　
　
　
道
の
Ｕ
字
溝
を
ま
た
い

で
私
道
の
よ
う
に
出
入
り
し
て

い
る
場
合
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
届
出
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に

占
用
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

る
。
地
権
者
に
と
っ
て
煩
雑
な

状
態
。
窓
口
を
一
つ
に
す
る

な
ど
し
て
整
理
す
べ
き
。

■
議
案
第
52
号

　
　
　
　
５
路
線
の
道
路
を
市
道

　
　
　
　
認
定
す
る
理
由
は
。

　
　
　
　
対
象
と
す
る
道
路
の
う

　
　
　
　
ち
、
湖
岸
南
部
土
地
改

良
区
の
区
域
内
に
あ
る
４
路

線
は
、
工
業
用
水
管
の
敷
設

も
あ
り
、
市
が
管
理
す
る
べ

き
も
の
と
判
断
し
た
。
宮
津

台
地
区
の
１
路
線
も
土
地
所

有
者
か
ら
寄
附
を
受
け
、
市

が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。
　

△爪木の取水ポンプ場。 後ろに見える
　北浦の水がここから運ばれる。

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。
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。
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入
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概
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。
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３
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台
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。
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光
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光
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光
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憩
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５
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の
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催
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で
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。
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意見書を提出しました
労働者保護ルール改悪反対を求める意見書

　わが国は， 働く者のうち約９割が雇用関係の下で働く 「雇用社会」 です。 この 「雇用社会日本」 の主人公である雇用労働者が， 安定的な

雇用と公正な処遇の下で安心して働くことができる環境を整備することが， デフレからの脱却， ひいては日本経済 ・社会の持続的な成長のため

に必要です。

　それにもかかわらず， いま， 政府内に設置された一部の会議体では， 「成長戦略」 の名の下に， 「解雇の金銭解決制度」 や 「ホワイトカラー・

イグゼンプション」 の導入， 解雇しやすい正社員を増やす懸念のある 「限定正社員」 の普及， 労働者保護の後退を招くおそれのある労働者

派遣法の見直しなどといった， 労働者を保護するルールの後退が懸念される議論がなされています。 働く者の犠牲の上に成長戦略を描くことは

決して許されることではなく， むしろ政府が掲げる 「経済の好循環」 とは全く逆の動きであると言えます。

　また， 政府内の一部の会議体の議論は， 労働者保護ルールそのものに留まらず， 労働政策に係る基本方針の策定のあり方にも及んでおり，

労使の利害調整の枠を超えた総理主導の仕組みを創設することも提言されています。 雇用 ・労働政策は，ＩＬＯの三者構成原則に基づき労働

政策審議会において議論すべきであり， こうした提言は， 国際標準から逸脱したものと言わざるを得ません。

　こうした現状に鑑み， 本市議会は， 国会及び政府に対して， 下記の事項を強く要望します。

記

１． 不当な解雇として裁判で勝訴しても企業が金銭さえ払えば職場復帰の道が閉ざされてしまう 「解雇の金銭解決制度」， 解雇しやすい正社員

を増やす懸念のある 「限定正社員」 制度の普及， 長時間労働を誘発するおそれのある 「ホワイトカラー ・ イグゼンプション」 の導入などは，

行うべきではないこと。

２． 低賃金や低処遇のままの派遣労働の拡大につながりかねない法改正ではなく， 派遣労働者のより安定した直接雇用への誘導と処遇改善に

向けた法改正を行うべきこと。

３． 雇用 ・労働政策に係る議論はＩＬＯの三者構成主義に則って， 労働者代表委員， 使用者代表委員， 公益代表委員で構成される労働政策

審議会で行われるべきであること。

　以上， 地方自治法第９９条の規定に基づき， 意見書を提出します。

　　　平成２６年３月１９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県鹿嶋市議会

「意見書の提出先」

　衆議院議長、 参議院議長、 内閣総理大臣、

　厚生労働大臣、 経済再生担当大臣、　内閣

　府特命担当大臣 （規制改革）
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

やまぐち　てつひで

山口　哲秀　議員
【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

・
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
　

・ 

公
共
施
設
等
の
資
産
老
朽
化
比
率
と
公
共
施
設 

  

改
修
計
画
の
策
定

・
正
確
な
資
産
評
価
の
固
定
資
産
税
台
帳
の
早
期

  

整
備

・
新
公
会
計
改
革
と
新
年
度
予
算
へ
の
反
映

防
災
力
の
充
実
強
化
に

向
け
消
防
団
の
支
援
を

昨
年
の
12
月
、
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
法
が
施
行
さ
れ

た
。
ポ
ン
プ
車
や
装
備
は
充
足
し
て
い

る
の
か
。
今
後
の
装
備
拡
充
の
計
画
と

予
定
は
。
ま
た
、
消
防
自
動
車
を
普
通

車
か
ら
軽
自
動
車
に
取
り
替
え
て
い
る

が
、
必
要
な
装
備
が
積
め
な
い
の
で
は

な
い
か
。

小
型
ポ
ン
プ
自
動
車
は
消
防

団
幹
部
会
議
で
方
針
を
決
定

し
、
21
年
度
か
ら
軽
自
動
車
へ
の
取

り
替
え
を
開
始
。
機
能
性
が
高
く
小

回
り
が
利
く
軽
自
動
車
を
採
用
し
た
。

　
消
防
水
利
は
、
計
画
数
１
６
５
０

カ
所
の
う
ち
、
１
６
３
８
カ
所
を
設

置
済
み
。
起
こ
り
え
る
災
害
の
内
容

を
研
究
し
、
車
両
も
含
め
て
適
切
な

配
備
を
検
討
し
て
い
く
。

消
防
法
に
の
っ
と
り
整
備
を

進
め
て
い
る

山
口

環
境
経

済
部
長

一
般
団
員
の
年
額
報
酬
に
つ

い
て
、
全
国
と
鹿
行
及
び
鹿

嶋
市
の
現
状
は
。

　 山
口

全
国
の
年
額
報
酬
は
、
２
万

５
０
６
４
円
で
あ
り
、
本
市

は
鹿
行
で
も
低
い
処
遇
。
法
律
に
よ
っ

て
平
成
26
年
度
か
ら
退
職
報
奨
金
を
５

万
円
上
げ
る
な
ら
、
そ
の
条
例
改
正
と

同
時
に
年
額
報
酬
の
引
き
上
げ
も
す
べ

き
。 山

口
鹿
行
の
平
均
は
１
万
６
３
２

０
円
、
県
の
平
均
は
２
万
４

１
６
７
円
。

鹿
嶋
市
は
１
万
４
０
０
０
円

環
境
経

済
部
長

本
市
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

防
災
士
機
構
が
認
め
る
防
災

士
の
育
成
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

る
が
、
登
録
の
状
況
は
。

　
市
民
が
防
災
士
を
取
得
す
る
費
用
に

対
す
る
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

山
口

本
市
の
防
災
士
資
格
の
保
有

者
数
は
14
人
。
う
ち
市
職
員

が
３
名
。
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
で
広

く
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

　
市
民
へ
の
資
格
取
得
の
助
成
は
、
居

住
す
る
行
政
区
か
ら
の
推
薦
や
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
意
思
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
本
人
の
負
担
が
大

変
大
き
く
な
る
と
考
え
る
。
広
く
一
般

的
な
内
容
を
県
の
講
習
会
な
ど
で
学
べ

る
の
で
、
公
民
館
単
位
や
地
区
単
位
な

ど
で
講
習
会
を
受
講
で
き
る
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
。

県
主
催
の
講
習
会
を
利
用
し
て

環
境
経

済
部
長

国
か
ら
引
き
上
げ
を
行
う
要

請
を
受
け
て
い
る
の
で
、
今

後
、
対
応
を
検
討
す
る
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
、
６
月
議
会
に
間

に
合
う
よ
う
に
す
す
め
て
い
き
た
い
。

年
額
報
酬
は
検
討
し
て
い
く

環
境
経

済
部
長

議会中継・録音中継鹿嶋市議会ＨＰ ◇平成 26 年第１回定例会 (３月 ) 一般質問鹿嶋市議会 検 索
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ここが知りたい！

　一般質問は、 私たちの生活にかかわりの深
い事柄について 質問するものです。
　掲載した内容 は、質問者本人がまとめまし
た。詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「録音中継」
をご利用ください。

質質
一 般    問

待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
、

病
気
の
と
き
の
支
援
策
を

い
つ
に
な
っ
た
ら
待
機
児
童

が
な
く
な
る
の
か
、
ま
た
、

保
育
園
に
入
れ
た
い
人
全
員
が
入
れ
る

よ
う
に
な
る
の
か
、
現
状
と
今
後
の
計

画
な
ど
を
尋
ね
る
。

民
間
保
育
園
の
施
設
整
備
支

援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た

結
果
、
平
成
26
年
４
月
に
は
20
年
度
に

比
べ
３
０
０
名
の
定
員
増
を
実
現
し
、

４
月
に
は
待
機
児
童
数
が
ゼ
ロ
に
な
る

見
通
し
。

４
月
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
見
通
し

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

・
幼
児
保
育
の
現
状 

　

・ 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
的
存
在
の
育
成
の
提
案

・
保
健
セ
ン
タ
ー
に
病
児
、
病
後
児
保
育
室
設
置  

  

の
提
案

小
池

市
長

こいけ　　　　　 こ

小池  みよ子  議員

小
中
学
校
の
指
定
校
区

割
り
を
見
直
す
べ
き

指
定
校
区
割
り
が
非
常
に

あ
や
ふ
や
な
基
準
の
た

め
、
変
更
希
望
も
多
い
。
見
直
し
の

時
期
で
は
。大

字
や
行
政
区
を
尊
重
し

て
設
定
し
た
、
約
30
年
前

の
学
区
割
を
運
用
中
。
指
定
校
変
更

は
特
別
な
事
情
等
の
場
合
に
認
め
て

き
た
が
、
学
校
の
存
続
の
問
題
や
申

請
し
た
時
の
内
容
と
実
態
に
違
い
が

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
数
判
明
し
た
た

め
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
申
請
の

条
件
を
変
更
し
て
対
応
し
て
い
る
。

行
政
区
な
ど
を
尊
重
し
て
設
定

小
池

教
育
長

通
学
路
の
安
全
確
保
に

防
犯
カ
メ
ラ
を

街
灯
の
増
設
で
は
保
護
者
の

不
安
は
消
え
な
い
。
危
険
な

場
所
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
べ
き
。

毎
年
度
当
初
に
行
う
安
全
点

検
を
も
と
に
、
街
灯
や
防
犯

灯
の
設
置
や
通
学
路
の
整
備
を
す
す
め

て
い
る
。
交
通
安
全
指
導
な
ど
と
も
あ

わ
せ
て
、
地
域
で
一
つ
に
な
っ
て
児
童

生
徒
を
見
守
り
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討

小
池

教
育
委

部

　長

働
く
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
一
番
困
る
の
は
子
供

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。

病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
開
設
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

小
池

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、

課
題
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。
働
く
保
護
者
の
子
育
て
支

援
の
あ
り
方
を
研
究
、
推
進
し
て

い
く
。

市
民
福

祉
部
長

△防犯灯がないと、 こんなに暗い通学
　路。 道が少しでも明るくなれば、 安
　心感が増す。 ぜひ、 「家庭の門灯を
　点ける」 ご協力を！
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円
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行
う
安
全
点

検
を
も
と
に
、
街
灯
や
防
犯

灯
の
設
置
や
通
学
路
の
整
備
を
す
す
め

て
い
る
。
交
通
安
全
指
導
な
ど
と
も
あ

わ
せ
て
、
地
域
で
一
つ
に
な
っ
て
児
童

生
徒
を
見
守
り
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討

小
池

教
育
委

部

　長

働
く
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
一
番
困
る
の
は
子
供

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。

病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
開
設
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

小
池

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、

課
題
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。
働
く
保
護
者
の
子
育
て
支

援
の
あ
り
方
を
研
究
、
推
進
し
て

い
く
。

市
民
福

祉
部
長

△防犯灯がないと、 こんなに暗い通学
　路。 道が少しでも明るくなれば、 安
　心感が増す。 ぜひ、 「家庭の門灯を
　点ける」 ご協力を！
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ここが知りたい！

　一般質問は、 私たちの生活にかかわりの深
い事柄について 質問するものです。
　掲載した内容 は、質問者本人がまとめまし
た。詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「録音中継」
をご利用ください。

質質
一 般    問

待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
、

病
気
の
と
き
の
支
援
策
を

い
つ
に
な
っ
た
ら
待
機
児
童

が
な
く
な
る
の
か
、
ま
た
、

保
育
園
に
入
れ
た
い
人
全
員
が
入
れ
る

よ
う
に
な
る
の
か
、
現
状
と
今
後
の
計

画
な
ど
を
尋
ね
る
。

民
間
保
育
園
の
施
設
整
備
支

援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た

結
果
、
平
成
26
年
４
月
に
は
20
年
度
に

比
べ
３
０
０
名
の
定
員
増
を
実
現
し
、

４
月
に
は
待
機
児
童
数
が
ゼ
ロ
に
な
る

見
通
し
。

４
月
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
見
通
し

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

・
幼
児
保
育
の
現
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・ 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
的
存
在
の
育
成
の
提
案

・
保
健
セ
ン
タ
ー
に
病
児
、
病
後
児
保
育
室
設
置  

  

の
提
案

小
池

市
長

こいけ　　　　　 こ

小池  みよ子  議員

小
中
学
校
の
指
定
校
区

割
り
を
見
直
す
べ
き

指
定
校
区
割
り
が
非
常
に

あ
や
ふ
や
な
基
準
の
た

め
、
変
更
希
望
も
多
い
。
見
直
し
の

時
期
で
は
。大

字
や
行
政
区
を
尊
重
し

て
設
定
し
た
、
約
30
年
前

の
学
区
割
を
運
用
中
。
指
定
校
変
更

は
特
別
な
事
情
等
の
場
合
に
認
め
て

き
た
が
、
学
校
の
存
続
の
問
題
や
申

請
し
た
時
の
内
容
と
実
態
に
違
い
が

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
数
判
明
し
た
た

め
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
申
請
の

条
件
を
変
更
し
て
対
応
し
て
い
る
。

行
政
区
な
ど
を
尊
重
し
て
設
定

小
池

教
育
長

通
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路
の
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全
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保
に
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を

街
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の
増
設
で
は
保
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者
の

不
安
は
消
え
な
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に
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を
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や
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一
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病
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で
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後
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め
、
申
請
の
条
件
を
変
更
し
て
対
応

し
て
い
る
。
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

やまぐち　てつひで

山口　哲秀　議員
【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

・
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
　

・ 

公
共
施
設
等
の
資
産
老
朽
化
比
率
と
公
共
施
設 

  

改
修
計
画
の
策
定

・
正
確
な
資
産
評
価
の
固
定
資
産
税
台
帳
の
早
期

  

整
備

・
新
公
会
計
改
革
と
新
年
度
予
算
へ
の
反
映

防
災
力
の
充
実
強
化
に

向
け
消
防
団
の
支
援
を

昨
年
の
12
月
、
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
法
が
施
行
さ
れ

た
。
ポ
ン
プ
車
や
装
備
は
充
足
し
て
い

る
の
か
。
今
後
の
装
備
拡
充
の
計
画
と

予
定
は
。
ま
た
、
消
防
自
動
車
を
普
通

車
か
ら
軽
自
動
車
に
取
り
替
え
て
い
る

が
、
必
要
な
装
備
が
積
め
な
い
の
で
は

な
い
か
。

小
型
ポ
ン
プ
自
動
車
は
消
防

団
幹
部
会
議
で
方
針
を
決
定

し
、
21
年
度
か
ら
軽
自
動
車
へ
の
取

り
替
え
を
開
始
。
機
能
性
が
高
く
小

回
り
が
利
く
軽
自
動
車
を
採
用
し
た
。

　
消
防
水
利
は
、
計
画
数
１
６
５
０

カ
所
の
う
ち
、
１
６
３
８
カ
所
を
設

置
済
み
。
起
こ
り
え
る
災
害
の
内
容

を
研
究
し
、
車
両
も
含
め
て
適
切
な

配
備
を
検
討
し
て
い
く
。

消
防
法
に
の
っ
と
り
整
備
を

進
め
て
い
る

山
口

環
境
経

済
部
長

一
般
団
員
の
年
額
報
酬
に
つ

い
て
、
全
国
と
鹿
行
及
び
鹿

嶋
市
の
現
状
は
。

　 山
口

全
国
の
年
額
報
酬
は
、
２
万

５
０
６
４
円
で
あ
り
、
本
市

は
鹿
行
で
も
低
い
処
遇
。
法
律
に
よ
っ

て
平
成
26
年
度
か
ら
退
職
報
奨
金
を
５

万
円
上
げ
る
な
ら
、
そ
の
条
例
改
正
と

同
時
に
年
額
報
酬
の
引
き
上
げ
も
す
べ

き
。 山

口
鹿
行
の
平
均
は
１
万
６
３
２

０
円
、
県
の
平
均
は
２
万
４

１
６
７
円
。

鹿
嶋
市
は
１
万
４
０
０
０
円

環
境
経

済
部
長

本
市
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

防
災
士
機
構
が
認
め
る
防
災

士
の
育
成
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

る
が
、
登
録
の
状
況
は
。

　
市
民
が
防
災
士
を
取
得
す
る
費
用
に

対
す
る
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

山
口

本
市
の
防
災
士
資
格
の
保
有

者
数
は
14
人
。
う
ち
市
職
員

が
３
名
。
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
で
広

く
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

　
市
民
へ
の
資
格
取
得
の
助
成
は
、
居

住
す
る
行
政
区
か
ら
の
推
薦
や
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
意
思
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
本
人
の
負
担
が
大

変
大
き
く
な
る
と
考
え
る
。
広
く
一
般

的
な
内
容
を
県
の
講
習
会
な
ど
で
学
べ

る
の
で
、
公
民
館
単
位
や
地
区
単
位
な

ど
で
講
習
会
を
受
講
で
き
る
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
。

県
主
催
の
講
習
会
を
利
用
し
て

環
境
経

済
部
長

国
か
ら
引
き
上
げ
を
行
う
要

請
を
受
け
て
い
る
の
で
、
今

後
、
対
応
を
検
討
す
る
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
、
６
月
議
会
に
間

に
合
う
よ
う
に
す
す
め
て
い
き
た
い
。

年
額
報
酬
は
検
討
し
て
い
く

環
境
経

済
部
長
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ここが知りたい！

　一般質問は、 私たちの生活にかかわりの深
い事柄について 質問するものです。
　掲載した内容 は、質問者本人がまとめまし
た。詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「録音中継」
をご利用ください。

質質
一 般    問

待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
、

病
気
の
と
き
の
支
援
策
を

い
つ
に
な
っ
た
ら
待
機
児
童

が
な
く
な
る
の
か
、
ま
た
、

保
育
園
に
入
れ
た
い
人
全
員
が
入
れ
る

よ
う
に
な
る
の
か
、
現
状
と
今
後
の
計

画
な
ど
を
尋
ね
る
。

民
間
保
育
園
の
施
設
整
備
支

援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た

結
果
、
平
成
26
年
４
月
に
は
20
年
度
に

比
べ
３
０
０
名
の
定
員
増
を
実
現
し
、

４
月
に
は
待
機
児
童
数
が
ゼ
ロ
に
な
る

見
通
し
。

４
月
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
見
通
し

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

・
幼
児
保
育
の
現
状 

　

・ 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
的
存
在
の
育
成
の
提
案

・
保
健
セ
ン
タ
ー
に
病
児
、
病
後
児
保
育
室
設
置  

  

の
提
案

小
池

市
長

こいけ　　　　　 こ

小池  みよ子  議員

小
中
学
校
の
指
定
校
区

割
り
を
見
直
す
べ
き

指
定
校
区
割
り
が
非
常
に

あ
や
ふ
や
な
基
準
の
た

め
、
変
更
希
望
も
多
い
。
見
直
し
の

時
期
で
は
。大

字
や
行
政
区
を
尊
重
し

て
設
定
し
た
、
約
30
年
前

の
学
区
割
を
運
用
中
。
指
定
校
変
更

は
特
別
な
事
情
等
の
場
合
に
認
め
て

き
た
が
、
学
校
の
存
続
の
問
題
や
申

請
し
た
時
の
内
容
と
実
態
に
違
い
が

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
数
判
明
し
た
た

め
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
申
請
の

条
件
を
変
更
し
て
対
応
し
て
い
る
。

行
政
区
な
ど
を
尊
重
し
て
設
定

小
池

教
育
長

通
学
路
の
安
全
確
保
に

防
犯
カ
メ
ラ
を

街
灯
の
増
設
で
は
保
護
者
の

不
安
は
消
え
な
い
。
危
険
な

場
所
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
べ
き
。

毎
年
度
当
初
に
行
う
安
全
点

検
を
も
と
に
、
街
灯
や
防
犯

灯
の
設
置
や
通
学
路
の
整
備
を
す
す
め

て
い
る
。
交
通
安
全
指
導
な
ど
と
も
あ

わ
せ
て
、
地
域
で
一
つ
に
な
っ
て
児
童

生
徒
を
見
守
り
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討

小
池

教
育
委

部

　長

働
く
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
一
番
困
る
の
は
子
供

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。

病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
開
設
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

小
池

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、

課
題
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。
働
く
保
護
者
の
子
育
て
支

援
の
あ
り
方
を
研
究
、
推
進
し
て

い
く
。

市
民
福

祉
部
長

△防犯灯がないと、 こんなに暗い通学
　路。 道が少しでも明るくなれば、 安
　心感が増す。 ぜひ、 「家庭の門灯を
　点ける」 ご協力を！
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犯
カ
メ
ラ
を

街
灯
の
増
設
で
は
保
護
者
の

不
安
は
消
え
な
い
。
危
険
な

場
所
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
べ
き
。

毎
年
度
当
初
に
行
う
安
全
点

検
を
も
と
に
、
街
灯
や
防
犯

灯
の
設
置
や
通
学
路
の
整
備
を
す
す
め

て
い
る
。
交
通
安
全
指
導
な
ど
と
も
あ

わ
せ
て
、
地
域
で
一
つ
に
な
っ
て
児
童

生
徒
を
見
守
り
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討

小
池

教
育
委

部

　長

働
く
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
一
番
困
る
の
は
子
供

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。

病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
開
設
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

小
池

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、

課
題
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る
。
働
く
保
護
者
の
子
育
て
支

援
の
あ
り
方
を
研
究
、
推
進
し
て

い
く
。

市
民
福

祉
部
長

△防犯灯がないと、 こんなに暗い通学
　路。 道が少しでも明るくなれば、 安
　心感が増す。 ぜひ、 「家庭の門灯を
　点ける」 ご協力を！

鹿嶋市議会だより
平成 26 年５月 15 日発行13

鹿
行
の
平
均
は
１
万
６
３
２
０

円
、
県
の
平
均
は
２
万
４
１

６
７
円
。

還
元
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【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

・
教
師
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
対
応
の
た
め
の  

  

サ
ポ
ー
ト
は
。

・
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
な
ど
へ
の
命
名
権
） 

  

導
入
に
よ
っ
て
運
営
収
入
の
増
加
を
図
る
提
案

さ と う　　のぶなり

佐藤　信成　議員

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実

す
べ
きキ

ャ
リ
ア
教
育
は
現
在
の
子

供
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な

も
の
だ
と
考
え
る
。
市
内
小
中
学
校
で

の
取
り
組
み
、
授
業
の
質
の
担
保
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
外
部
指
導

員
の
活
用
、
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
の
活
用

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
尋
ね
る
。

キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
は
、
自
分
の
小

学
校
時
代
か
ら
一
貫
し
て
記
録
す

る
も
の
と
し
て
有
意
義
だ
が
、
市
立
の
小
・

中
学
校
と
県
立
や
私
立
の
高
校
な
ど
と
の

連
携
が
課
題
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
統
一
性

専
門
性
の
高
い
職
業
人
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
る

佐
藤

教
育
長

日
本
で
も
ま
れ
に
見
る

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が

進
む
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
打

つ
の
か
。

　
私
は
、
若
者
世
代
が
引
っ
越
し

て
き
た
く
な
る
よ
う
な
政
策
を
打

ち
、
少
し
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

若
い
世
代
に
は
特
に
、

就
労
の
場
が
あ
る
こ
と

や
、
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。
日
常
生
活
に

楽
し
さ
や
潤
い
を
持
た
せ
、
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
も
不
可
欠
。
市
の
魅

ど
の
年
齢
層
に
も

い
き
届
く
政
策
を
講
じ
る

佐
藤

企
画

 

部
長

茨
城
国
体
な
ど
の
機
会
を

ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か

茨
城
国
体
、
東
京
五
輪
へ
の

取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
。

付
随
し
て
、
ト
伝
の
郷
運
動
公
園
へ
の

ス
タ
ン
ド
設
置
な
ど
の
施
設
整
備
も
進

め
て
は
。

開
催
の
成
果
が
、
そ
の
後
の

市
の
事
業
に
生
か
さ
れ
る
よ

う
に
取
り
組
む
。

　
ト
伝
の
郷
運
動
公
園
は
、
多
様
な
種

目
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
設
計
の
た

め
、
現
状
で
は
常
設
の
ス
タ
ン
ド
設
置

は
困
難
。
休
憩
施
設
な
ど
の
設
備
に
つ

い
て
は
改
善
に
努
め
て
い
く
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
の

準
備
を
す
す
め
る

佐
藤

市
民
協

働
部
長

高齢者を支える若者
世代を増やす施策を65 歳以上の人口推移予測

　  （第三次総合計画から）
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（
実
績
）

力
や
資
産
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
そ
の
特
色
に
よ
っ
て
人
口
の
定
着
、

拡
大
を
図
る
。

議会中継・録音中継鹿嶋市議会ＨＰ ◇平成 26 年第１回定例会 (３月 ) 一般質問鹿嶋市議会 検 索

（14.0%）

（30.7%）（32.6%）（33.9%）

ここが知りたい！
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質質

＊(　) 内は高齢化率

鹿嶋市議会だより
平成 26 年５月 15 日発行 14
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【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

・
通
学
路
の
安
全
確
保 

　

・ 

学
区
割
り

・
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、
認
知
症
に
関
す
る
学 

  

校
で
の
講
座
の
実
施

こ  ご  い　  よしかず

小古井  芳一  議員

保
護
者
が
、
教
育
委
員
会

　
の
窓
口
へ
指
定
校
変
更

の
申
請
に
行
く
ま
で
、
審
査
基
準

か
ら
部
活
動
が
削
除
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
の
保
護
者
が
見
な
い
教
育
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
だ
け
告

知
す
る
の
で
は
な
く
、
各
家
庭
へ

の
お
知
ら
せ
を
す
べ
き
。

指
定
さ
れ
た
学
校
に
行
っ

て
い
た
だ
く
の
が
基
本
。

変
更
制
度
の
公
表
義
務
は
あ
る
が
、

基
準
変
更
の
公
表
義
務
は
な
く
、

事
情
が
あ
っ
て
変
更
申
請
を
す
る

方
に
は
、
窓
口
で
の
相
談
で
対
応

し
て
い
る
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
は

大
切
だ
と
思
う
。
24
・
25
年
度
の

窓
口
で
対
応
し
て
い
く

小
古
井

教
育
委

部

　長

認
知
症
の
早
期
発
見
や
予

防
の
た
め
「
頭
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
導
入
し
て
は
。

小
古
井

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布

し
て
啓
発

支
援
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
時

に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ほ

か
、
認
知
症
予
防
講
座
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
同
種
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
の
事
業
効
果
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。
　
　

予
防
講
座
で
同
種
の
テ
ス
ト
を

実
施
中

市
民
福

祉
部
長

高
齢
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、

雇
用
対
策
協
議
会
を
と
お

し
て
、
助
成
制
度
を
紹
介
し
た
案
内

を
配
布
し
て
い
る
。

環
境
経

済
部
長

指定校変更基準の告知が不十分

認
知
症
の
早
期
発
見
策
は

仕
事
を
求
め
る
高
齢
者
が

多
い
が
、
仕
事
が
な
い
。

高
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
制
度
の
周

知
な
ど
、
雇
用
の
推
進
の
支
援
を
図

ら
れ
た
い
。

小
古
井

高
齢
者
の
雇
用
推
進
を

対
応
に
つ
い
て
は
不
十
分
な
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
、
新
中
学
１

年
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
１
月
末
の
就
学
通
知

と
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
を
し
た
。
今

後
も
何
ら
か
の
形
で
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

△高齢者などの雇用に関する

　助成金制度を紹介している

　パンフレット

鹿嶋市議会だより
平成 26 年５月 15 日発行 14
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活
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。
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ど
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保
護
者
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な
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教
育
委
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会
の
ホ
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ペ
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、
各
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の
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て
は
。

小
古
井

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布

し
て
啓
発

支
援
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
時

に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ほ

か
、
認
知
症
予
防
講
座
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
同
種
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
の
事
業
効
果
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。
　
　

予
防
講
座
で
同
種
の
テ
ス
ト
を

実
施
中

市
民
福

祉
部
長

高
齢
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、

雇
用
対
策
協
議
会
を
と
お

し
て
、
助
成
制
度
を
紹
介
し
た
案
内

を
配
布
し
て
い
る
。

環
境
経

済
部
長

指定校変更基準の告知が不十分

認
知
症
の
早
期
発
見
策
は

仕
事
を
求
め
る
高
齢
者
が

多
い
が
、
仕
事
が
な
い
。

高
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
制
度
の
周

知
な
ど
、
雇
用
の
推
進
の
支
援
を
図

ら
れ
た
い
。

小
古
井

高
齢
者
の
雇
用
推
進
を

対
応
に
つ
い
て
は
不
十
分
な
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
、
新
中
学
１

年
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
１
月
末
の
就
学
通
知

と
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
を
し
た
。
今

後
も
何
ら
か
の
形
で
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

△高齢者などの雇用に関する

　助成金制度を紹介している

　パンフレット
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に
取
り
組
み
、
全
体
と
し
て
考
え
た
い
。
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
２
号
は
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
？
編
集
の
仕
事
も

増
え
ま
し
た
が
、
楽
し
く
編
集
し

て
い
ま
す
。

  

特
集
記
事
で
は
「
子
育
て
マ
マ
」

に
取
材
。
私
よ
り
も
更
に
若
い
マ
マ

の
話
は
新
鮮
で
し
た
。

  

中
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は

将
来
の
夢
を
し
っ
か
り
と
語
る
姿

に
、
鹿
嶋
市
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成

果
も
出
て
い
る
の
か
な
、
と
少
し
安

心
。
鹿
嶋
っ
子
み
ん
な
が
夢
を
描

き
実
現
し
て
い
け
る
、
そ
ん
な
鹿

嶋
市
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

議会広報委員会
副委員長 
　佐藤　信成

　『
安
全
な
通
学
路
や
コ

ミ
ュ
バ
ス
の
路
線
』
に
つ
い

て
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　（
小
古
井
、
佐
藤
）

■
発
行
人
　
　
　
　
　
■
編
　
集
　
　

　
議
長
　
根
崎
　
彰
　
　
議
会
広
報
委
員
会

高松中学校２年
 　 ほそや    みきこ

　細谷　美紀子さん
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小
池
　
み
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　 

山
口
　
哲
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
出
頭
　
克
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
宇
田
　
一
男

　
　
私
の
将
来
の
夢
は
、

保
育
士
か
幼
稚
園
教
諭

に
な
る
こ
と
で
す
。

　
　
私
自
身
、
小
さ
な
子

の
世
話
も
好
き
だ
し
、

保
育
士
さ
ん
が
少
な
い

と
聞
き
、
社
会
の
役
に

も
立
て
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に

大
学
や
専
門
学
校
で
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
父
か
ら
は
、
子
ど

も
と
遊
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ

ダ
メ
な
ん
だ
ぞ
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
笑
）。

　
　
私
が
鹿
嶋
市
議
会
さ

ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、

雨
天
時
の
登
校
対
策
で

す
。
車
で
の
送
迎
が
増

え
、
歩
い
て
登
校
す
る

生
徒
に
と
っ
て
は
危
険
に

感
じ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
バ
ス

で
通
学
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
混
雑
や
危

険
は
減
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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議 員

回 答

◆平成 24 年６月定例会の一般質問から

その後･･･

追跡！あの質問のその後

　　　　　全国学力テストで、鹿嶋市の小中学
　　　　　生は、自分に自信を持っていると答
える割合が県平均と比べて低く、夢を持ってい
る割合は、県平均と比べると高いという傾向が
出ている。「夢を持っているが、自分に自信が持
てない」という姿が浮き上がってくる。今後、
どのように改善をしていくのか。

                   自尊感情が平均より低い     
                   という結果は、今後の成
長を考えると重要な問題である。
　

ー新しい市議会議員が誕生ーー新しい市議会議員が誕生ー

栗林 京子　議員
くりばやし きょうこ

　「行政は、市民へ
のサービス業だと思
います。女性の視点
とサービス業の経験
を生かし、市民の幸
せと市の発展に力を
尽くしていきます」

ごあいさつ

「子どもたちに自信をもって生きて欲しい」

　キャリア教育に取り組み、平成２５年度には
平井中学校が文部科学大臣賞を受賞した。
　活動の成果としては、小学校６年生と中学校
３年生を対象に「将来の夢や希望があるか」、「物
事を最後までやり遂げて嬉しかったことがある
か」、「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦し
ているか」と質問した調査で、いずれも全国の
結果に比べて高い値を示している。

きかせて！
　あなたの
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